
■全体工事風景
　南側から工事現場を見ています。

■免震下部プレート工事
　免震装置を固定するための基礎になる部分で、鉄
　製のプレートを設置しています。　
　この基礎に免震装置を設置し、さらに建物の柱と
　となる鉄骨を組み立てます。

　■クローラークレーン（３５０トン） ■免震装置の工場検査
　　７階建ての新庁舎の鉄骨を組み立てるために大型の 　免震装置が設計どおりの仕様及び性能が確保され
　　クローラークレーンを設置しました。アームの長さ 　ているか確認するため、製作工場を訪れて検査を
　　は１０８ｍあり、１０月まで稼動する予定です。 　行っています。

 新庁舎建設工事は、基礎工事が完了しました。 

現在は、地下擁壁工事、免震基礎工事を行ってい 

ます。 

 これから、大型クレーンを使用して、建物の柱 

となる鉄骨の組み立てを行います。 

 多くの大型工事車両が出入りしており、ご来庁 

の皆様にご不便・ご迷惑をおかけいたしますが、 

ご理解・ご協力をお願いします。 
（工事期間 H27.3～H29.4、供用開始予定 H29.8） 
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